
(57)【要約】

【課題】　簡易な構造で、優れた止水機能を発揮するこ

とのできる埋設構造物の継手構造と、かかる継手構造を

形成するのに適した新規な可撓継手とを提供すること。

【解決手段】　互いに隣接して埋設される２つの函渠２

０ａ，２０ｂを、各函渠の開口端間に可撓継手１０を掛

け渡して接続する継手構造であって、可撓継手１０とし

て、開口端の外周側Ｏ端縁に配置される環状の止水部１

１と、止水部１１の開口端内周側Ｉから函渠の接続方向

ｙにおいて互いに離間するように延びる、伸縮自在な環

状かつ一対のアーム部１５とを、弾性材料で一体的に形

成したものを用いる。止水部１１は、周方向ｚに延びる

空洞１２を備えており、アーム部１５の先端は、函渠の

外周面と函渠を覆う土砂２２との間に挟まれる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 を 、 各 函 渠 の 開 口 端 間 に 可 撓 継 手 を 掛 け 渡 し て 接
続 す る 継 手 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 可 撓 継 手 は 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 端 縁 に 配 置 さ れ る 環 状 の 止 水 部 を 、 弾 性 材 料 で 形
成 し て な り 、
　 前 記 止 水 部 は 、 周 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 し て お り 、 前 記 空 洞 に 対 し 、 前 記 開 口 端 の 外 周
側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 に お い て 対 向 す る 内 壁 部 が 、 前 記 函 渠 を 形 成 す る コ ン ク リ ー
ト と 直 接 に 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 を 、 各 函 渠 の 開 口 端 間 に 可 撓 継 手 を 掛 け 渡 し て 接
続 す る 継 手 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 可 撓 継 手 は 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 端 縁 に 配 置 さ れ る 環 状 の 止 水 部 と 、 前 記 止 水 部 の
前 記 開 口 端 内 周 側 か ら 前 記 函 渠 の 接 続 方 向 に お い て 互 い に 離 間 す る よ う に 延 び る 、 伸 縮 自
在 な 環 状 か つ 一 対 の ア ー ム 部 と を 、 弾 性 材 料 で 一 体 的 に 形 成 し て な り 、
　 前 記 止 水 部 は 、 周 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 し て お り 、 前 記 空 洞 に 対 し 、 前 記 開 口 端 の 外 周
側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 に お い て 対 向 す る 内 壁 部 が 、 前 記 函 渠 を 形 成 す る コ ン ク リ ー
ト と 直 接 に 接 触 し て お り 、
　 前 記 ア ー ム 部 の 先 端 は 、 前 記 函 渠 の 外 周 面 と 前 記 函 渠 を 覆 う 土 砂 と の 間 に 挟 ま れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 止 水 部 の 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 の 厚 み が 、 前 記 接 続 方 向
の 中 央 か ら 両 側 方 に 向 か っ て そ れ ぞ れ 次 第 に 薄 く な る よ う に 、 前 記 止 水 部 の 内 周 面 に 勾 配
が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 空 洞 の 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 の 幅 が 、 前 記 接 続 方 向 の 両
側 方 か ら 中 央 に 向 か っ て そ れ ぞ れ 次 第 に 大 き く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 壁 部 の 硬 さ が 、 デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ （ タ イ プ Ａ ） で ７ ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 止 水 部 の う ち 、 前 記 内 壁 部 に 対 し て 前 記 接 続 方 向 両 側 に 隣 接 す る 部 分 の 硬 さ が 、 デ
ュ ロ メ ー タ 硬 さ （ タ イ プ Ａ ） で ５ ０ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ
か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 止 水 部 の 前 記 接 続 方 向 の 両 端 部 に お い て 、 前 記 止 水 部 の 内 周 側 端 縁 か ら 外 周 側 へ と
延 び る 易 剥 離 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物
の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ア ー ム 部 の 先 端 に 、 前 記 開 口 端 内 周 側 に 向 か っ て 延 び る 突 起 が 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 突 起 が 、 周 方 向 に 間 隔 を お い て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載
の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 の 開 口 端 間 に 掛 け 渡 さ れ て 、 前 記 ２ つ の 函 渠 の 継
ぎ 目 に 沿 っ て 延 び る 可 撓 継 手 で あ っ て 、
　 内 部 に 、 長 手 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 す る 止 水 部 を 、 弾 性 材 料 で 一 体 的 に 形 成 し て な る こ
と を 特 徴 と す る 、 可 撓 継 手 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 の 開 口 端 間 に 掛 け 渡 さ れ て 、 前 記 ２ つ の 函 渠 の 継
ぎ 目 に 沿 っ て 延 び る 可 撓 継 手 で あ っ て 、
　 内 部 に 、 長 手 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 す る 止 水 部 と 、 前 記 止 水 部 か ら 前 記 函 渠 の 接 続 方 向
に お い て 互 い に 離 間 す る よ う に 延 び る 、 伸 縮 自 在 な 一 対 の ア ー ム 部 と 、 を 弾 性 材 料 で 一 体
的 に 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 、 可 撓 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 函 渠 を 接 続 し て 形 成 さ れ る 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、 お よ び 、 そ の 継 手
構 造 に 用 い ら れ る 可 撓 継 手 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 開 削 工 法 に よ っ て 形 成 さ れ る 共 同 溝 、 地 下 道 路 、 地 下 鉄 道 な ど の 埋 設 構 造 物 は 、 通 常 、
複 数 の 函 渠 を 連 結 し た も の で あ っ て 、 こ の 函 渠 の 連 結 部 分 に は 、 可 撓 継 手 に よ る 止 水 が 施
さ れ て い る 。
　 可 撓 継 手 を 用 い た 埋 設 構 造 物 の 連 結 構 造 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、
隣 接 す る 函 渠 ８ ０ ａ ， ８ ０ ｂ の 接 続 部 分 に 一 対 の 金 属 枠 体 ８ ２ を 配 置 し 、 こ の 金 属 枠 体 ８
２ と 、 函 渠 ８ ０ ａ ， ８ ０ ｂ を 形 成 す る コ ン ク リ ー ト に 埋 設 さ れ た ア ン カ ー ボ ル ト ８ ３ と で
、 断 面 略 Ω 状 の 可 撓 継 手 （ 止 水 ゴ ム ） ８ １ を 締 着 し て な る 連 結 構 造 が 挙 げ ら れ る （ 本 願 の
図 １ ３ 参 照 ） 。 な お 、 本 願 の 図 １ ３ 中 の 符 号 ８ ４ は 目 地 材 を 示 し て お り 、 符 号 ８ ５ は 開 渠
を 埋 め 戻 し た 土 砂 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 同 文 献 に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 止 水 板 ８ ７ と 呼 ば れ る ゴ ム 部 材 の 一 対 の ア ー ム 部
８ ８ を 、 隣 接 す る ２ つ の 函 渠 ８ ６ ａ ， ８ ６ ｂ の そ れ ぞ れ に 埋 設 さ せ て な る 連 結 構 造 も 知 ら
れ て い る （ 本 願 の 図 １ ４ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ７ ７ ８ ９ 号 公 報 （ 図 １ ２ 、 図 １ ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 図 １ ３ に 示 す 継 手 構 造 で は 、 止 水 機 能 に 優 れ て い る も の の 、 金 属 枠 体 、 ボ ル ト
な ど の 部 品 数 が 多 く な り 、 コ ス ト が か か る 。 一 方 、 図 １ ４ に 示 す 継 手 構 造 に 用 い ら れ る 止
水 板 ８ ７ は 、 コ ス ト 面 で 優 れ て い る も の の 、 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 に ア ー ム
部 ８ ８ が 折 れ 曲 が っ て 、 函 渠 内 に 完 全 に 埋 設 さ れ な い と い っ た 不 具 合 を 生 じ る こ と が あ り
、 こ れ が 原 因 と な っ て 漏 水 を 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 易 な 構 造 で 、 優 れ た 止 水 機 能 を 発 揮 す る こ と の で き る 埋 設
構 造 物 の 継 手 構 造 と 、 か か る 継 手 構 造 を 形 成 す る の に 適 し た 新 規 な 可 撓 継 手 と を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、
（ １ ） 　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 を 、 各 函 渠 の 開 口 端 間 に 可 撓 継 手 を 掛 け 渡
し て 接 続 す る 継 手 構 造 で あ っ て 、 前 記 可 撓 継 手 は 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 端 縁 に 配 置 さ れ る
環 状 の 止 水 部 を 、 弾 性 材 料 で 形 成 し て な り 、 前 記 止 水 部 は 、 周 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 し て
お り 、 前 記 空 洞 に 対 し 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 に お い て 対 向 す る
内 壁 部 が 、 前 記 函 渠 を 形 成 す る コ ン ク リ ー ト と 直 接 に 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 埋
設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ ２ ） 　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 を 、 各 函 渠 の 開 口 端 間 に 可 撓 継 手 を 掛 け 渡
し て 接 続 す る 継 手 構 造 で あ っ て 、 前 記 可 撓 継 手 は 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 端 縁 に 配 置 さ れ る
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環 状 の 止 水 部 と 、 前 記 止 水 部 の 前 記 開 口 端 内 周 側 か ら 前 記 函 渠 の 接 続 方 向 に お い て 互 い に
離 間 す る よ う に 延 び る 、 伸 縮 自 在 な 環 状 か つ 一 対 の ア ー ム 部 と を 、 弾 性 材 料 で 一 体 的 に 形
成 し て な り 、 前 記 止 水 部 は 、 周 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 し て お り 、 前 記 空 洞 に 対 し 、 前 記 開
口 端 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 に お い て 対 向 す る 内 壁 部 が 、 前 記 函 渠 を 形 成 す る
コ ン ク リ ー ト と 直 接 に 接 触 し て お り 、 前 記 ア ー ム 部 の 先 端 は 、 前 記 函 渠 の 外 周 面 と 前 記 函
渠 を 覆 う 土 砂 と の 間 に 挟 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ ３ ） 　 前 記 止 水 部 の 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 の 厚 み が 、 前 記 接
続 方 向 の 中 央 か ら 両 側 方 に 向 か っ て そ れ ぞ れ 次 第 に 薄 く な る よ う に 、 前 記 止 水 部 の 内 周 面
に 勾 配 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 埋 設 構 造 物
の 継 手 構 造 、
（ ４ ） 　 前 記 空 洞 の 、 前 記 開 口 端 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向 の 幅 が 、 前 記 接 続 方
向 の 両 側 方 か ら 中 央 に 向 か っ て そ れ ぞ れ 次 第 に 大 き く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記
（ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ ５ ） 　 前 記 内 壁 部 の 硬 さ が 、 デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ （ タ イ プ Ａ ） で ７ ０ 以 上 で あ る こ と を 特
徴 と す る 、 前 記 （ １ ） ～ （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ ６ ） 　 前 記 止 水 部 の う ち 、 前 記 内 壁 部 に 対 し て 前 記 接 続 方 向 両 側 に 隣 接 す る 部 分 の 硬 さ
が 、 デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ （ タ イ プ Ａ ） で ５ ０ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ １ ） ～ （
５ ） の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ ７ ） 　 前 記 止 水 部 の 前 記 接 続 方 向 の 両 端 部 に お い て 、 前 記 止 水 部 の 内 周 側 端 縁 か ら 外 周
側 へ と 延 び る 易 剥 離 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か に 記 載
の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ ８ ） 　 前 記 ア ー ム 部 の 先 端 に 、 前 記 開 口 端 内 周 側 に 向 か っ て 延 び る 突 起 が 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ ２ ） ～ （ ７ ） の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ ９ ） 　 前 記 突 起 が 、 周 方 向 に 間 隔 を お い て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ ８
） に 記 載 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 、
（ １ ０ ） 　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 の 開 口 端 間 に 掛 け 渡 さ れ て 、 前 記 ２ つ の
函 渠 の 継 ぎ 目 に 沿 っ て 延 び る 可 撓 継 手 で あ っ て 、 内 部 に 、 長 手 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 す る
止 水 部 を 、 弾 性 材 料 で 一 体 的 に 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 、 可 撓 継 手 、
（ １ １ ） 　 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 の 開 口 端 間 に 掛 け 渡 さ れ て 、 前 記 ２ つ の
函 渠 の 継 ぎ 目 に 沿 っ て 延 び る 可 撓 継 手 で あ っ て 、 内 部 に 、 長 手 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 す る
止 水 部 と 、 前 記 止 水 部 か ら 前 記 函 渠 の 接 続 方 向 に お い て 互 い に 離 間 す る よ う に 延 び る 、 伸
縮 自 在 な 一 対 の ア ー ム 部 と 、 を 一 体 的 に 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 、 可 撓 継 手 、
を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 可 撓 継 手 の 止 水 部 が 、 そ の 内 部 に 、 長 手 方 向 に 延 び る 空 洞 を 有 し て
い る こ と か ら 、 止 水 部 の 外 周 側 に か か る 土 圧 ・ 水 圧 は 、 止 水 部 の 外 周 面 側 か ら 空 洞 に 挟 ん
で 対 向 す る 内 壁 部 に 対 し て 、 直 接 的 に は 作 用 せ ず 、 内 壁 部 に 対 し て 、 函 渠 の 接 続 方 向 両 側
に 隣 接 す る 部 分 に 集 中 し て 作 用 す る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 本 発 明 に よ れ ば 、 函 渠 に 対 す
る 止 水 部 の 接 触 圧 を 、 上 記 内 壁 部 に 対 し て 、 函 渠 の 接 続 方 向 両 側 に 隣 接 す る 部 分 に お い て
局 部 的 に 大 き く す る こ と が で き 、 止 水 部 に 、 い わ ゆ る 、 セ ル フ シ ー ル 機 能 を 付 与 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
　 図 １ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
っ て 、 同 図 （ ｂ ） は 、 埋 設 構 造 物 全 体 の 接 続 状 態 を 示 す 部 分 切 欠 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 図
１ （ ｂ ） 中 の 円 内 を 拡 大 し て 図 示 し た の が 、 同 図 （ ａ ） で あ る 。 図 ２ は 、 止 水 部 １ １ に 土
圧 ・ 水 圧 Ｐ が か か っ た 場 合 に お い て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 対 し て 止 水 部 １ １ の 接 触 圧 Ｐ
’ が 作 用 す る 部 位 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 可 撓 継 手 に 係 る 第
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１ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は 、 側 面 図 で あ る 。 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 隣
接 す る ２ つ の 函 渠 間 の 位 置 に 相 対 的 な ず れ が 生 じ た 場 合 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 図
１ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 の 施 工 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 す 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 は 、 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 ２ ０ ａ ， ２
０ ｂ の 開 口 端 間 に 、 可 撓 継 手 １ ０ を 掛 け 渡 し て 配 置 し た 状 態 を 示 し て い る 。
　 可 撓 継 手 １ ０ は 、
（ ａ ） 函 渠 の 開 口 端 の 外 周 側 Ｏ 端 縁 に 配 置 さ れ る 環 状 の 止 水 部 １ １ と 、
（ ｂ ） 止 水 部 １ １ の 上 記 開 口 端 内 周 側 Ｉ （ す な わ ち 、 環 状 で あ る 止 水 部 １ １ 自 体 の 内 周 側
Ｉ ） か ら 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ に お い て 互 い に 離 間 す る よ う に 延 び る 、 伸 縮 自 在 な 環 状 か つ
一 対 の ア ー ム 部 １ ５ と
を 、 弾 性 材 料 で 一 体 的 に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 可 撓 継 手 １ ０ を 形 成 す る 弾 性 材 料 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 可 撓 継 手 の 形 成 材 料 と し て 公 知
の 、 種 々 の ゴ ム 、 エ ラ ス ト マ ー な ど が 挙 げ ら れ る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 天 然 ゴ ム 、 ク ロ
ロ プ レ ン ゴ ム 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン － タ ー ポ リ マ ー （ Ｅ Ｐ Ｔ ） な ど が 挙 げ ら れ る 。
　 止 水 部 １ １ は 、 そ の 周 方 向 ｚ （ 長 手 方 向 ） に 延 び る 空 洞 １ ２ を 備 え て い る 。
　 空 洞 １ ２ は 、 函 渠 を 構 築 す る た め の コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 に お い て コ ン ク リ ー ト が 流 入
し な い よ う に 、 閉 じ ら れ た 空 間 と な っ て い る こ と 以 外 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し く
は 、 空 洞 １ ２ の 大 き さ が 、 函 渠 の 開 口 端 の 外 周 側 Ｏ （ す な わ ち 、 環 状 で あ る 止 水 部 １ １ 自
体 の 外 周 側 Ｏ ） か ら 止 水 部 １ １ に 対 し て 、 大 き な 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ が か か っ た 場 合 で あ っ て も
、 止 水 部 １ １ の 撓 み に よ っ て 押 し 潰 さ れ る こ と が な い 程 度 で あ る こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 空 洞 １ ２ が 押 し 潰 さ れ る こ と が な い よ う に 、 函 渠 の 開 口 端 の 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側
Ｉ へ と 向 か う 方 向 （ す な わ ち 、 止 水 部 １ １ 自 体 の 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側 Ｉ へ と 向 か う 方 向 ）
ｘ で の 空 洞 １ ２ の 幅 は 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の 両 側 方 （ 幅 Ｗ ｓ ） か ら 、 接 続 方 向 ｙ の 中 央 （
幅 Ｗ ｃ ） に 向 か っ て 、 そ れ ぞ れ 次 第 に 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
　 止 水 部 １ １ の う ち 、 空 洞 １ ２ に 対 し て 、 上 記 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側 Ｉ へ と 向 か う 方 向 ｘ に
お い て 対 向 す る 内 壁 部 １ ３ は 、 後 述 す る よ う に 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 形 成 す る た め に コ
ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 に 、 堰 板 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 壁 部 １ ３ の 硬 さ は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 の 荷 重 に よ っ て
空 洞 １ ２ が 押 し 潰 さ れ る こ と が な い よ う に 、 デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ （ タ イ プ Ａ ； Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６
２ ５ ３ ） で ７ ０ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 内 壁 部 １ ３ の 硬 さ は 、 よ り 好 ま し く は 、 ７ ５
以 上 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は 、 ８ ０ ～ ８ ５ で あ る 。
　 内 壁 部 １ ３ に 対 し て 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の 両 側 に 隣 接 す る 部 分 （ ア ー ム 部 の 付 け 根 部 分
； 以 下 、 「 付 け 根 部 」 と い う こ と が あ る 。 ） １ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 止 水 部 １ １ の 外
周 側 Ｏ に か か る 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ が 集 中 し て 作 用 す る 部 分 で あ っ て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 対
す る 接 触 圧 Ｐ ’ は 、 付 け 根 部 １ ４ に お い て 局 部 的 に 大 き く な っ て い る 。 ま た 、 こ れ に よ り
、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ に よ れ ば 、 可 撓 継 手 の 外 側 か ら 作 用 す る 土 圧 ・ 水 圧
Ｐ を 利 用 し て 、 セ ル フ シ ー ル に よ る 止 水 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 壁 部 １ ３ に 対 し て 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の 両 側 に 隣 接 す る 部 分 （ 付 け 根 部 ） １ ４ の 硬 さ
は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 コ ン ク リ ー ト と 可 撓 継 手 １ ０ を 形 成 す る ゴ ム や エ ラ ス ト マ ー と
の 間 に は 、 止 水 機 能 を 低 下 さ せ る 原 因 と な る 小 さ な エ ア 溜 り な ど の 微 細 な 凹 凸 が 存 在 し て
お り 、 止 水 機 能 を よ り 一 層 向 上 さ せ る に は 、 こ れ ら の 微 細 な 凹 凸 に 付 け 根 部 １ ４ の ゴ ム を
食 い 込 ま せ る こ と が 好 ま し い こ と か ら 、 付 け 根 部 １ ４ の 硬 さ は 、 デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ （ タ イ
プ Ａ ； Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ２ ５ ３ ） で ５ ０ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 付 け 根 部 １ ４ の 硬 さ は 、
よ り 好 ま し く は 、 ４ ０ 以 下 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は 、 ３ ０ ～ １ ０ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 止 水 部 １ １ の 、 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側 Ｉ へ と 向 か う 方 向 ｘ の 厚 み は 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の
中 央 （ 厚 さ Ｔ ｃ ） か ら 両 側 方 （ 厚 さ Ｔ ｓ ） に 向 か っ て 、 そ れ ぞ れ 次 第 に 薄 く な る よ う に 、
止 水 部 １ １ の 内 周 面 １ １ ａ に 勾 配 が 形 成 さ れ て い る 。
　 止 水 部 １ １ の 内 周 面 １ １ ａ に 勾 配 を 設 け る こ と に よ っ て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 形 成 す
る た め に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た 場 合 に 、 止 水 部 １ １ の 内 周 面 １ １ ａ に 空 気 溜 り が 生 成 す
る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 し か も 、 上 記 勾 配 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 函 渠 ２ ０ ａ
， ２ ０ ｂ の 境 界 面 に も 、 勾 配 が 形 成 さ れ て 、 内 壁 部 １ ３ が 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 沿 っ て ず
れ 動 く こ と に な る 。 そ の 結 果 、 地 震 な ど に よ る 地 盤 の 変 動 後 に 、 可 撓 ゴ ム 継 手 １ ０ に か か
る 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ は 、 止 水 部 １ １ の 付 け 根 部 １ ４ に 集 中 し て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 作 用 す
る こ と に な り 、 セ ル フ シ ー ル に よ る 止 水 機 能 を 十 分 に 発 揮 す る こ と が で き る （ 図 ４ 参 照 ）
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ は 、 後 述 す る 易 剥 離 部 １ ６ を 有 し な い 可 撓 継 手 に お い て 、 図 ４ に 示 す 場 合 と 同 様 の
地 盤 変 動 が 生 じ た 場 合 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 に お い て も 、 地 震 な ど に よ る 地 盤 の 変 動 後
に 可 撓 ゴ ム 継 手 １ ０ に か か る 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ は 、 止 水 部 １ １ の 付 け 根 部 １ ４ に 集 中 し て 、 函
渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 作 用 す る こ と か ら 、 セ ル フ シ ー ル に よ る 止 水 機 能 を 十 分 に 発 揮 で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 堰 板 と し て 兼 用 さ れ る 止 水 部 １ １ ’ の 内 周 面 １ １ ａ に 勾 配 を
設 け て い な い 場 合 に は 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 境 界 面 に も 勾 配 が 形 成 さ れ な い こ と か ら 、
地 盤 の 変 動 後 に お い て 可 撓 ゴ ム 継 手 １ ０ に か か る 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ は 、 止 水 部 １ １ の 付 け 根 部
１ ４ だ け で な く 、 空 洞 １ ２ が 押 し つ ぶ さ れ た 部 分 の 内 壁 部 １ ３ か ら も 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０
ｂ へ と 作 用 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 可 撓 ゴ ム 継 手 を 介 し て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に か
か る 接 触 圧 Ｐ ’ が 、 止 水 部 の 付 け 根 部 １ ４ と 内 壁 部 １ ３ と に 分 散 す る こ と に な り 、 そ の 結
果 、 セ ル フ シ ー ル に よ る 止 水 機 能 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ア ー ム 部 １ ５ は 、 そ の 先 端 を 、 そ れ ぞ れ 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 外 周 面 と 、 前 記 函 渠 を
覆 う 土 砂 ２ ２ と の 間 に 挟 ん だ 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 ア ー ム 部 １ ５ の 先 端 に 突 起 １ ７ を 備
え る 場 合 に は 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 外 周 面 と 土 砂 ２ ２ と の 間 か ら 、 ア ー ム 部 １ ５ が 脱 落
す る こ と を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
　 突 起 １ ７ が 、 可 撓 継 手 １ ０ の 周 方 向 （ 長 手 方 向 ） ｚ に 連 続 し て 設 け ら れ て い る 場 合 は 、
コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 に 、 突 起 １ ７ の 近 傍 に お い て 、 空 気 溜 り を 形 成 さ せ 易 い と い う 不 具
合 が あ る も の の 、 可 撓 継 手 １ ０ の 周 方 向 （ 長 手 方 向 ） ｚ に 間 隔 を お い て 突 起 １ ７ を 配 置 し
た 場 合 （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） に は 、 空 気 溜 り の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ー ム 部 １ ５ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 止 水 部 １ １ か ら 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 接 続
方 向 ｙ の 外 方 に 向 か っ て 、 延 び る も の で あ る が 、 ア ー ム 部 １ ５ と 止 水 部 １ １ と の 間 に あ ら
か じ め 土 砂 な ど が 侵 入 す る と 、 地 盤 の 変 位 に 対 し て ア ー ム 部 １ ５ な ど が 伸 び る 余 裕 を 確 保
で き な く な る と い う 不 具 合 が 生 じ る 。 そ こ で 、 可 撓 継 手 １ ０ を 実 際 に 取 り 付 け る 際 に は 、
ア ー ム 部 １ ５ を 止 水 部 １ １ の 側 面 に 押 し 当 て る こ と に よ り 、 ア ー ム 部 １ ５ と 止 水 部 １ １ と
の 間 に 土 砂 な ど が 侵 入 し な い よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 止 水 部 １ １ の う ち 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 接 続 方 向 ｙ の 両 端 部 に は 、 止 水 部 １ １ の 内 周
１ １ ａ 側 端 縁 か ら 外 周 １ １ ｂ へ と 延 び る 易 剥 離 部 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 例 え
ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 地 震 な ど に よ っ て 地 盤 が 変 動 し て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ 同 士 の 相
対 位 置 に 、 ア ー ム 部 １ ５ の 伸 縮 だ け で は 対 応 で き な い 程 度 の ず れ が 生 じ た 場 合 で あ っ て も
、 易 剥 離 部 １ ６ が 剥 離 し て 、 止 水 部 １ １ の 接 続 方 向 ｙ の 中 央 （ 空 洞 １ ２ 周 辺 ） と 、 ア ー ム
部 １ ５ と の 間 隔 を 広 く と る こ と が で き 、 止 水 機 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 易 剥 離 部 １ ６ を 形 成 す る ゴ ム 材 料 は 、 こ れ に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 引 裂 強 さ を 低 下
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さ せ た 天 然 ゴ ム 、 Ｅ Ｐ Ｔ 、 ブ チ ル ゴ ム な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 可 撓 継 手 １ ０ を 加 硫 成 形
す る 際 に 、 あ ら か じ め 、 セ ロ フ ァ ン 、 ポ リ エ チ レ ン な ど の 離 型 シ ー ト を 挿 入 し て か ら 、 加
硫 成 形 す る こ と に よ っ て 、 上 記 離 型 シ ー ト の 挿 入 部 位 を 易 剥 離 部 １ ６ と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ は 、 止 水 部 １ １ の 内 壁 部 １ ３ 、 付 け 根 部 １
４ 、 易 剥 離 部 １ ６ お よ び 止 水 部 １ １ の そ の 他 の 部 分 、 な ら び に 、 ア ー ム 部 １ ５ の そ れ ぞ れ
の 部 分 に 応 じ た 、 種 類 の 異 な る ゴ ム 材 料 （ 例 え ば 、 未 加 硫 状 態 で 、 あ ら か じ め シ ー ト 状 に
成 形 さ れ た も の ） を 、 金 型 内 に 敷 き 詰 め た 後 、 プ レ ス 加 硫 機 な ど に よ っ て 加 硫 し 、 冷 却 後
脱 型 す る こ と に よ っ て 、 一 体 成 形 す る こ と が で き る 。 な お 、 空 洞 １ ２ は 、 止 水 部 １ １ の 外
周 １ １ ｂ 部 分 を 形 成 す る ゴ ム 材 料 と 、 内 壁 部 １ ３ や 付 け 根 部 １ ４ を 形 成 す る ゴ ム 材 料 と の
間 に 、 あ ら か じ め 空 洞 １ ２ の 形 状 に 応 じ た 金 型 を 介 在 さ せ て お き 、 可 撓 継 手 １ ０ の 加 硫 成
形 後 に 、 止 水 部 １ １ か ら 上 記 金 型 を 抜 き 取 る こ と に よ り 、 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 す 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 は 、 例 え ば 、 下 記 の 手 順 で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま
ず 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 可 撓 継 手 １ ０ の 一 方 の ア ー ム 部 １ ５ を 、 止 水 部 １ １ 側 に 押
し 当 て た 状 態 で 、 ボ ル ト ２ ４ な ど の 手 段 を 用 い て 、 型 枠 ２ ３ に 仮 止 め す る 。 そ し て 、 こ の
状 態 で 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 函 渠 ２ ０ ａ を 形 成 す る （ 図 ７ （ ａ ） 参 照 ） 。 次 に 、 型
枠 ２ ５ に 代 え て 、 目 地 材 ２ １ を 配 置 し 、 さ ら に 、 上 記 の 場 合 と 同 様 に し て コ ン ク リ ー ト を
打 設 し て 、 函 渠 ２ ０ ｂ を 形 成 す る （ 図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） 。 こ う し て 両 側 の 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０
ｂ を 形 成 し た 後 、 型 枠 ２ ３ や 仮 止 め 用 の ボ ル ト ２ ４ を 除 去 す る こ と に よ っ て 、 図 １ に 示 す
継 手 構 造 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 を 形 成 す る 際 に は 、 例 え ば 、 施 工 現 場 に お い て 、 ２ 以 上 の 可 撓 継
手 １ ０ を 、 そ の 長 手 方 向 ｚ に て 互 い に 加 硫 接 着 す れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 可 撓 継 手 １ ０ が
、 そ の 周 方 向 （ 長 手 方 向 ） ｚ に 連 続 し た 一 体 物 と な る こ と か ら 、 止 水 機 能 を よ り 一 層 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
　 図 ８ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。 ま た 、 図 ９ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 可 撓 継 手 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 、 同 図 （
ｂ ） は 、 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ０ お よ び 図 １ １ は 、 隣 接 す る ２ つ の 函 渠 間 の 位 置 に 相 対 的 な
ず れ が 生 じ た 場 合 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 図 ８ に 示 す 第 ２ の 実 施 形 態 の 施 工 手 順
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ に 示 す 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 は 、 互 い に 隣 接 し て 埋 設 さ れ る ２ つ の 函 渠 ２ ０ ａ ， ２
０ ｂ の 開 口 端 間 に 、 可 撓 継 手 ３ ０ を 掛 け 渡 し て 配 置 し た 状 態 を 示 し て い る 。
　 可 撓 継 手 ３ ０ は 、 函 渠 の 開 口 端 の 外 周 側 Ｏ 端 縁 に 配 置 さ れ る 環 状 の 止 水 部 を 、 弾 性 体 で
形 成 し た も の で あ る 。
　 可 撓 継 手 ３ ０ を 形 成 す る 弾 性 材 料 と し て は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合
と 同 様 の も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 止 水 部 ３ １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合 と 同 様 に 、 そ の 周 方 向 ｚ （ 長
手 方 向 ） に 延 び る 空 洞 ３ ２ を 備 え て い る 。
　 空 洞 ３ ２ は 、 函 渠 を 構 築 す る た め の コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 に お い て コ ン ク リ ー ト が 流 入
し な い よ う に 、 閉 じ ら れ た 空 間 と な っ て い る こ と 以 外 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し く
は 、 空 洞 ３ ２ の 大 き さ が 、 函 渠 の 開 口 端 の 外 周 側 Ｏ （ す な わ ち 、 環 状 で あ る 止 水 部 ３ １ 自
体 の 外 周 側 Ｏ ） か ら 止 水 部 ３ １ に 対 し て 、 大 き な 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ が か か っ た 場 合 で あ っ て も
、 止 水 部 ３ １ の 撓 み に よ っ て 押 し 潰 さ れ る こ と が な い 程 度 で あ る こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 空 洞 ３ ２ が 押 し 潰 さ れ る こ と が な い よ う に 、 函 渠 の 開 口 端 の 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側
Ｉ へ と 向 か う 方 向 （ す な わ ち 、 止 水 部 ３ １ 自 体 の 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側 Ｉ へ と 向 か う 方 向 ）
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ｘ で の 空 洞 ３ ２ の 幅 は 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の 両 側 方 （ 幅 Ｗ ｓ ） か ら 、 接 続 方 向 ｙ の 中 央 （
幅 Ｗ ｃ ） に 向 か っ て 、 そ れ ぞ れ 次 第 に 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
　 止 水 部 ３ １ の う ち 、 空 洞 ３ ２ に 対 し て 、 上 記 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側 Ｉ へ と 向 か う 方 向 ｘ に
お い て 対 向 す る 内 壁 部 ３ ３ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合 と 同 様 に 、 函 渠
２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 形 成 す る た め に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 に 、 堰 板 と し て 用 い ら れ る （
後 述 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 内 壁 部 ３ ３ の 硬 さ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合 と 同 様 の 理 由 に よ り 、
デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ （ タ イ プ Ａ ） で 、 好 ま し く は 、 ７ ０ 以 上 、 よ り 好 ま し く は 、 ７ ５ 以 上 、
さ ら に 好 ま し く は 、 ８ ０ ～ ８ ５ で あ る 。
　 内 壁 部 ３ ３ に 対 し て 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の 両 側 に 隣 接 す る 部 分 ３ ４ に お い て 、 第 １ の 実
施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合 と 同 様 に 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 対 す る 接 触 圧 Ｐ ’ は 、
局 部 的 に 大 き く な っ て お り 、 ま た 、 こ れ に よ り 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 ３ ０ に よ
れ ば 、 可 撓 継 手 の 外 側 か ら 作 用 す る 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ を 利 用 し て 、 セ ル フ シ ー ル に よ る 止 水 機
能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 内 壁 部 ３ ３ に 対 し て 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の 両 側 に 隣 接 す る 部 分 （ 隣 接 部 分 ） ３ ４ の 硬 さ
は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合 と 同 様 の 理 由 に よ り 、 デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ （
タ イ プ Ａ ） で 、 好 ま し く は 、 ５ ０ 以 下 、 よ り 好 ま し く は 、 ４ ０ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は 、
３ ０ ～ １ ０ で あ る 。
　 止 水 部 ３ １ の 、 外 周 側 Ｏ か ら 内 周 側 Ｉ へ と 向 か う 方 向 ｘ の 厚 み は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係
る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合 と 同 様 に 、 函 渠 の 接 続 方 向 ｙ の 中 央 （ 厚 さ Ｔ ｃ ） か ら 両 側 方 （ 厚 さ
Ｔ ｓ ） に 向 か っ て 、 そ れ ぞ れ 次 第 に 薄 く な る よ う に 、 止 水 部 ３ １ の 内 周 面 ３ １ ａ に 勾 配 が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 止 水 部 ３ １ の 内 周 面 ３ １ ａ に 勾 配 を 設 け る こ と に よ っ て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 形 成 す
る た め に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た 場 合 に 、 止 水 部 ３ １ の 内 周 面 ３ １ ａ に 空 気 溜 り が 生 成 す
る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 し か も 、 上 記 勾 配 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 函 渠 ２ ０ ａ
， ２ ０ ｂ の 境 界 面 に も 、 勾 配 が 形 成 さ れ て 、 内 壁 部 ３ ３ が 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 沿 っ て ず
れ 動 く こ と に な る 。 そ の 結 果 、 地 震 な ど に よ る 地 盤 の 変 動 後 に 、 可 撓 ゴ ム 継 手 に か か る 土
圧 ・ 水 圧 Ｐ は 、 止 水 部 ３ １ の 上 記 隣 接 部 分 ３ ４ に 集 中 し て 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 作 用 す
る こ と に な り 、 セ ル フ シ ー ル に よ る 止 水 機 能 を 十 分 に 発 揮 す る こ と が で き る （ 図 １ ０ お よ
び 図 １ １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 ３ ０ は 、 止 水 部 ３ １ の 内 壁 部 ３ ３ 、 上 記 隣 接 部
分 ３ ４ お よ び 止 水 部 ３ １ の そ の 他 の 部 分 に 応 じ た 、 種 類 の 異 な る ゴ ム 材 料 （ 例 え ば 、 未 加
硫 状 態 で 、 あ ら か じ め シ ー ト 状 に 成 形 さ れ た も の ） を 、 金 型 内 に 敷 き 詰 め た 後 、 プ レ ス 加
硫 機 な ど に よ っ て 加 硫 し 、 冷 却 後 脱 型 す る こ と に よ っ て 、 一 体 成 形 す る こ と が で き る 。 な
お 、 空 洞 ３ ２ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 継 手 １ ０ の 場 合 と 同 様 に 、 止 水 部 ３ １ の 外 周
３ １ ｂ 部 分 を 形 成 す る ゴ ム 材 料 と 、 内 壁 部 ３ ３ や 隣 接 部 分 ３ ４ を 形 成 す る ゴ ム 材 料 と の 間
に 、 あ ら か じ め 空 洞 ３ ２ の 形 状 に 応 じ た 金 型 を 介 在 さ せ て お き 、 可 撓 継 手 ３ ０ の 加 硫 成 形
後 に 、 止 水 部 ３ １ か ら 上 記 金 型 を 抜 き 取 る こ と に よ り 、 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ に 示 す 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 は 、 例 え ば 、 下 記 の 手 順 で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま
ず 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 可 撓 継 手 ３ ０ の 一 対 の フ ラ ン ジ ３ ５ を 、 針 金 ２ ６ な ど の
手 段 を 用 い て 、 型 枠 ２ ３ に 仮 止 め す る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、
函 渠 ２ ０ ａ を 形 成 す る （ 図 ７ （ ａ ） 参 照 ） 。 次 に 、 型 枠 ２ ５ に 代 え て 、 目 地 材 ２ １ を 配 置
し 、 さ ら に 、 上 記 の 場 合 と 同 様 に し て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 函 渠 ２ ０ ｂ を 形 成 す る （
図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） 。 こ う し て 両 側 の 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 形 成 し た 後 、 型 枠 ２ ３ や 仮 止 め
用 の 針 金 ２ ６ を 除 去 す る こ と に よ っ て 、 図 ８ に 示 す 継 手 構 造 が 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 を 形 成 す る 際 に は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 継 手 構 造 の 場 合 と 同 様
に 、 例 え ば 、 施 工 現 場 に お い て 、 ２ 以 上 の 可 撓 継 手 ３ ０ を 、 そ の 長 手 方 向 ｚ に て 互 い に 加
硫 接 着 す れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 可 撓 継 手 ３ ０ が 、 そ の 周 方 向 （ 長 手 方 向 ） ｚ に 連 続 し た
一 体 物 と な る こ と か ら 、 止 水 機 能 を よ り 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 本 発 明 は 、 以 上 の 記 載 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 事 項 の 範
囲 に お い て 、 種 々 の 設 計 変 更 を 施 す こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で
あ っ て 、 （ ｂ ） は 、 埋 設 構 造 物 全 体 の 接 続 状 態 を 示 す 部 分 切 欠 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 継 手 構 造 に お い て 、 可 撓 継 手 １ ０ の 止 水 部 １ １ に か か る 土 圧 ・ 水 圧 Ｐ
と 、 函 渠 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 対 す る 止 水 部 １ １ の 接 触 圧 Ｐ ’ と の 関 係 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 可 撓 継 手 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ っ て 、 （ ｂ
） は 、 そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 継 手 構 造 に お い て 、 隣 接 す る ２ つ の 函 渠 間 の 位 置 に 相 対 的 な ず れ が 生
じ た 場 合 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 隣 接 す る ２ つ の 函 渠 間 の 位 置 に 相 対 的 な ず れ が 生 じ た 場 合 に お い て 、 可 撓 継 手 の
変 形 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 隣 接 す る ２ つ の 函 渠 間 の 位 置 に 相 対 的 な ず れ が 生 じ た 場 合 に お い て 、 可 撓 継 手 の
変 形 状 態 の 他 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 継 手 構 造 の 施 工 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 可 撓 継 手 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ っ て 、 （ ｂ
） は 、 そ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ に 示 す 継 手 構 造 に お い て 、 隣 接 す る ２ つ の 函 渠 間 の 位 置 に 相 対 的 な ず れ が
生 じ た 場 合 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ８ に 示 す 継 手 構 造 に お い て 、 隣 接 す る ２ つ の 函 渠 間 の 位 置 に 相 対 的 な ず れ が
生 じ た 場 合 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ８ に 示 す 継 手 構 造 の 施 工 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 埋 設 構 造 物 の 継 手 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ ０ ， ３ ０ 　 可 撓 継 手
１ １ ， ３ １ 　 止 水 部
１ ２ ， ３ ２ 　 空 洞
１ ３ ， ３ ３ 　 内 壁 部
１ ５ 　 ア ー ム 部
１ ６ 　 易 剥 離 部
１ ７ 　 突 起
２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ 　 函 渠
２ ２ 　 土 砂
Ｐ 　 土 圧 ・ 水 圧
Ｐ ’ 　 接 触 圧
ｘ 　 開 口 端 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ と 向 か う 方 向
ｙ 　 接 続 方 向
ｚ 　 周 方 向
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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